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平成２８年２月１２日 各 位 会 社 名 株式会社 ゼロ 代表者名 代表取締役社長 北村 竹朗  （コード：9028、東証第２部） 問合せ先 執行役員経営企画部長 髙橋 俊博  （TEL．044-520-0106）  
業績予想の修正並びに業績予想の修正並びに業績予想の修正並びに業績予想の修正並びに剰余金の配当剰余金の配当剰余金の配当剰余金の配当（中間配当）（中間配当）（中間配当）（中間配当）の決定及びの決定及びの決定及びの決定及び    

期末配当予想の修正期末配当予想の修正期末配当予想の修正期末配当予想の修正に関するに関するに関するに関するお知らせお知らせお知らせお知らせ    
  最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年 8 月7 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 また、本日開催の取締役会において、平成 27 年 12 月 31 日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議するとともに、期末配当予想を修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。  記 １．当期の連結業績予想数値の修正（平成 27 年 7 月 1 日～平成 28 年 6 月 30 日）  連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 １ 株 当 た り 連結当期純利益 前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 百万円 76,400 百万円 3,850 百万円 3,930 百万円 2,300 円 銭 134.56 今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 77,800 4,750 5,000 2,900 173.64 増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 1,400 900 1,070 600 ― 増  減  率 （  ％  ） 1.8 23.4 27.2 26.1 ― （参考）前期連結実績 （平成 27 年 6 月期） 77,247 3,662 3,772 1,878 109.90   （修正の理由）  本日公表の「平成28年6月期第2四半期決算短信」に記載のとおり、当第2四半期連結会計期間の業績は、売上高及び各利益は前年実績値を上回る結果となりました。下半期の自動車市場は依然、厳しいと予測される中で、新規顧客の獲得、燃料価格の低下を含めた輸送原価の削減等により、前回発表の通期の業績予想を上回ると見込まれるため、見直しを行いました。    
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 ２． 剰余金の配当（中間配当）の決定及び期末配当予想の修正について (1) 剰余金の配当（中間配当）の決定内容  決  定  額 直近の配当予想 （平成２７年８月７日公表） 前期実績 （平成 27 年 6 月期） 基 準 日 平成 27 年 12 月 31 日 平成 27 年 12 月 31 日 平成 26 年 12 月 31 日 １株当たり配当金 13 円 10 円 8 円 配当金総額 220 百万円 － 136 百万円 効力発生日 平成 28 年 3 月 14 日 － 平成 27 年 3 月 12 日 配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金  (2) 期末配当予想の修正内容  年間配当金 第 2 四半期末（中間） 期末 年間 前 回 予 想 － 23 円 60 銭 33 円 60 銭 今 回 修 正 予 想  － 30 円 40 銭 43 円 40 銭 当 期 実 績 13 円   前 期 実 績 （平成 27 年 6 月期） 8 円 19 円 50 銭 27 円 50 銭  (3) 決定及び修正の理由 当第 2 四半期の配当（中間配当）につきましては、「平成 28 年 6 月期第 2 四半期決算短信」にて本日開示いたしました当第 2 四半期連結累計期間の業績を踏まえ、当社の利益配分の方針に従い、従来予想の 1 株当たり 10 円を変更し 13 円とさせていただきます。 また、期末配当金の予想につきましても今回の通期連結業績予想の修正を踏まえ従来予想の 1 株当たり 23円 60 銭を変更し、30 円 40 銭とさせていただきます。  (注)上記の業績及び配当予想数値は、現時点において得られた情報に基づき算出したものであり、実際の業績等は今後の様々な要因によって変動する可能性があります。 以上 


